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■　Landscape Planting Design　／　Plan（照度シミュレーション結果反映）
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周辺に開かれた緑豊かな外構、屋内緑化を積極的に取り⼊れた内部空間、⽇⽐⾕公園と呼応する屋上庭園、
陰影あるアースカラーの外装など、⽇⽐⾕公園との連続性に配慮した空間構成、ファサードデザインとした。
外構エリアを最⼤限確保すべく、ガーデンプロムナードと名づけたピロティ沿いのＣＷを特徴的な斜めガラスとし、
敷地中央部に隣接街区を結ぶ東⻄貫通通路を設け、⼈々が⾏き交い憩う緑豊かなオープンスペースとした。
設計初期から、植栽エリアにどの程度の明るさが得られるのかをシミュレーションし、解析した照度分布に基づき、
それぞれの場所の光環境に適した植物の選定を⾏い、エビデンスのある設計プロセスに取り組んでいる。
南北貫通通路沿いの斜めガラスファサードは、床⾯から 2.4m までをマリオンレスとし開放感の⾼いデザインとした。
マリオンとトランザムによる構成は、設計地震⼒･⾵圧に対し⽴体的な構造 FEM 解析で必要性能の統合を図った。
オフィスフロアから⽇⽐⾕公園への眺望に加え、2 階オフィスロビー、基準階 EV ホール、最上階屋上等の共⽤部に
豊かに植栽を施し、建物全体として緑によるリラックス効果、⽣産性向上の試みを図っている。
制震装置は、⾼性能オイルダンパ HiDAX を採⽤し、地震時 ・ 強⾵時の揺れの抑制や地震終了時の早期揺れ
低減効果による⾼い構造安全性を実現し、オフィスワーカーへの安⼼ ・ 安全を提供している。
超⾼層オフィスで特に配慮が必要な EV 計画は、低層 ・ 中層 ・ ⾼層の 3 バンクに分け、フラッパーゲートと連動した
⾏先階先⾏予約システムを導⼊することで、利⽤者に効率的かつ快適な運転を実現している。
本建物低層部を介して、隣接建物低層や地下鉄霞ケ関駅と内幸町駅を結ぶ地下 1 階の歩⾏者ネットワークを
形成し地上部の歩⾏者ネットワークへも繋げることで、内幸町エリア全体のにぎわいを活性化に寄与している。
BCP 対応として①浸⽔対策②制震構造③電⼒供給バックアップ④上⽔下⽔バックアップ⑤備蓄倉庫の対策を
⾏い、災害後に⾃⽴できるよう、安全 ・ 安⼼を具備している。
ビル内各所の緑化空間は、オフィスに新たな付加価値を創出すると同時に、グリーンワークスタイルというウェルネス
にも配慮した、次世代の新たな働き⽅が実践できる計画としている。
地下部については、既存の地下躯体の過半を構造体として活⽤し、従前建物の資産を⼀部継承することにより、
廃棄物、⼯期、コストの軽減に対して影響の⾼い計画とした。
既存地下躯体を、新築地上躯体と⼀体となった構造体として有効利⽤し、建設廃材の⼤幅な縮減、⼯期短縮、
環境負荷の低減を図り、周辺の地下鉄 ・ インフラなどへの影響をも抑制する計画とした。
外構は 100 種を超える樹種で構成、季節毎の⾒どころの樹種を紹介し、緑に関⼼を持ってもらう仕掛けとしている。
そのサインには間伐材を⽤い、森林保全及び⽊材活⽤から成る循環型リサイクル形成の推進に取り組んでいる。
外構には東⻄および南北に横断する 2 本の歩⾏者貫通通路を新設、隣接するビル群をつなぐ歩⾏者ネットワークを
形成し、プロムナードを総合的にデザインする事で、不特定多数の⼈々が気軽に憩えるオープンスペースを創出した。
21Ｆの屋上庭園には⼊居者⽤の花壇 ・ 菜園スペースを設けており、好きな時に⼟に触れ、好きな草花 ・ 野菜を
育てることができるオフィスワーカーのリフレッシュの場となっており、ガーデニングクラブが定期的に活動している。
既存地下躯体を構造体として有効利⽤し、適切に新築地上と構造安全性を確認し連結を図ることにより、
建設廃材の⼤幅な縮減や⼯期の短縮により、コスト軽減に対し効果的に寄与している。
オフィス照明を全館 LED 化すると共に明るさセンサによる⾃動調光制御とし、オフィス空調を個別分散型ビル⽤
マルチ⽅式の採⽤により、トータルでランニングコストの低減を図っている。
主電気室や機械室を地下 3 階、サブ電気室やビル⽤発電機、室外機を屋上に集約して設置することにより、
⽇常的な管理保守エリアを集約する事で、効率的な維持管理計画としている。
既存躯体調査と試算式を⽐較し、実際の中性化進⾏度が予測より下回っている事を確認、さらに築 100 年後の
中性化進⾏度を予測し、既存躯体にエマルジョンペイント塗装する事で新築躯体との中性化タイムラグを平準化した。
執務内での⾃然換気促進や、BEMS によるエネルギーマネージメントにより総合的な環境配慮を⾏うとともに、
避難安全検証法ルート C 適⽤により⾼層区画や排煙設備を合理化し、テナントオフィスとして LCC 低減を図っている。
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【図-1：測定ポイント】　1階36地点、2階11地点を設定。

【図-2：天空率の算定】　天空図から建築物の影となる部分をマイナスし、空の見える天空率を算定。

【表-1：光量（照度係数）】
天空率から天空照度、春秋分の太陽軌道から日照時間を算定し、明るさ
（照度）とその継続時間による光量を計数化することでその地点におけ
る光量を算定。

【図-3：照度分布図】　解析された各地点の光量に基づき敷地全体の照度分布を作成。

【図-4：植栽計画図】　照度シミュレーション結果を踏まえた植栽計画の検討。

【表-2：植栽計画凡例】　照度シミュレーション結果を踏まえた植栽計画の凡例

南北断面図　S=1/2500 スカイガーデン

【表-3：緑化植物の最低必要照度、温度及び耐寒性、大きさ】
生育に必要な照度毎に分類された植物リストに基づいた樹種の検討

配置図　S=1/2500歩行者動線敷地境界線

光量シミュレーションに基づくエビデンス設計を通じて、生育環境の良くないエリアでの緑化を可能にしている。
❷ 西側外構

明るく開かれたプロムナードは、地域の歩行者ネットワーク形成に寄与しており、
植栽帯/ベンチ/カフェ等を総合的に計画し、街のにぎわい創出に大きく貢献している。

❸ ガーデンプロムナード

“On The Park”をコンセプトに日比谷公園とつながる公園の中のオフィスを目指し
公園との連続性に配慮した空間構成やファサードデザインとした。

❶ 日比谷公園から望む

飯野ビルディング

日比谷中日ビル

国会通り 日比谷公園

日比谷図書
文化館

日本プレス
センタービル

日比谷国際
ビルヂング

ピロティ状プロムナード

環境・設備デザイン評価表

鹿島建設株式会社

植栽照度シミュレーションによる良好な緑化生育環境の確保
本計画では、敷地内のいたるところで緑を感じさせる「公園の中のオフィス」を具現化するため、設

計の初期段階において、竣工後の敷地内にどの程度の明るさ（照度）が得られるのかをシミュレー

ションした。具体的には、1F外構と屋内緑化を行う2Fの各測定点における天空図を解析し、天空率

から天空照度、太陽軌道から日照時間をそれぞれ算定し、明るさ（照度）とその継続時間による光

量を計数化することで、その地点における光量を算定した。

■ シミュレーションの手順
①敷地内の測定ポイントを設定【図-1】
②各測定地点毎に天空図を作成し、天空率を算出
【図-2】
③各測定地点の光量（照度係数）を算出【表-1】
④照度係数を基にした照度分布図の作成【図-3】
⑤照度係数・分布図を基にした樹種の選定
【図-4・表-2・表-3】

※照度係数＝天空照度から算出する天空照度係数と、日照時間から算出する日照
照度係数を足したもの。照度係数15,000は、人工照明で15,000lxの光を10時間
照射したことと同じとなる。
自然光では、春秋分近傍において天候の変化を含めて1日の平均した光強度が
15,000lx程度ということになる。

日比谷パークフロント

sunshine environmental simulation of Hibiya Park-front

敷地は日比谷公園が目の前に広がる立地に位置し、その日比谷公園とつながる緑に囲まれた居心地のよいオフィスを

めざし“公園の中のオフィス”がコンセプトに掲げられた。外構エリアには、東西隣接建物と南北前面道路をつなぐ二本

の歩行者貫通通路、テラスやベンチ、カフェといった滞留スペースが設けられ、不特定多数の人々が気軽に憩えるオープ

ンスペースを創出している。建物部分については、屋内緑化を積極的に取り入れたオフィスロビー、日比谷公園への眺望

を確保した基準階事務室、日比谷公園を見下ろすテナント専用の屋上庭園と隣接するラウンジスペースなど、オフィス

ワーカーが至る所で緑に触れられる工夫がなされている。

本建物は旧長銀ビルの建替えであるが、地下部については既存の地下躯体をほぼそのまま構造体として活用し、ストッ

クの有効利用が図られている。

The concept underpinning this project is “anoffice in the park.” Given its location looking 0onto Hibiya Park, it is a comfortable 
office development surrounded by greenery connected to the park. Right nearby are two pedestrian promenades, one linking 
buildings east and west, and the other running between road frontages nor th and south.
Pedestrian spaces̶terraces, benches and cafés̶were created so people can linger and relax. Office workers enjoy contact with 
greenery through the building’s design, which includes an office lobby featuring abundant interior greenery, standard office floors 
with views of Hibiya Park, and a rooftop garden and lounge space overlooking Hibiya Park for exclusive use by tenants. The building 
replaces the former Long-Term Credit Bank of Japan’s head office, but utilizes the underground part of the previous building’s 
frame almost intact, reflecting Kajima’s effort to use existing building stock.

その解析された各地点の光量に基づき敷地全体の照度分布を作成し、それぞれの環境に適した植

物を選定している。地上部の西側緑地及び2F屋内緑化では、照度が不足するという解析結果に基づ

いて、補助照明を設置することで植物の生育環境の確保を行った。

以上のエビデンスのある設計プロセスの結果、竣工後も植栽された植物は健全に生育している。


